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１．

まちづくり・防災グループ
研 究 員 阿 部 充所属、氏名は、MSPゴシック32Pt

地域の活動主体に着目した

かわまちづくりの推進

に関する研究

公益財団法人 リバーフロント研究所

「かわまちづくり」

河川空間とまちの空間の融合が図られた、

良好な空間形成を目指す取組み

取組み（人々の活動）＝「かわまちづくり」

河川

空間

まち

空間

良
好
な
空
間
形
成

「かわまちづくり」支援制度実施要綱より
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かわまちづくりの登場人物

河川

空間

まち

空間

河川管理者 市町村

活動主体 来訪者

公益財団法人 リバーフロント研究所

＝ 現場で活動する

民間のキーパーソンや団体

活動主体 ≠ 行政（市町村、河川管理者）
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公益財団法人 リバーフロント研究所

１．かわまちづくりへの活動主体の参画状況

２．活発な事例における活動主体の参画状況

３．支援制度における活動主体の位置づけ

４．課題の改善に向けて

本日の発表内容

公益財団法人 リバーフロント研究所

１．かわまちづくりへの活動主体の参画状況

２．活発な事例における活動主体の参画状況

３．支援制度における活動主体の位置づけ

４．課題の改善に向けて

本日の発表内容
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（１）推進主体（かわまちづくり計画作成）

（２）利活用主体

活動主体

かわまちづくり登録箇所における活動主体

推進主体

利活用主体

かわまちづくり

公益財団法人 リバーフロント研究所

（１）推進主体としての現状？

1．かわまちにおける活動主体
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①市町村

②市町村及び民間事業者

③市町村を構成員に含む

法人格のない協議会

「かわまちづくり」支援制度実施要綱より

H28年2月の改訂推進主体

活動
主体

かわまち登録箇所全213箇所（H31年）の計画作成者を分類

公益財団法人 リバーフロント研究所

推進主体の構成割合

市町村

97%

民間事業者

0%
協議会

3% ほとんど市町村

推進主体としては

未だ市町村が主

制度は改訂
したが

H31年3月時点のかわまち登録箇所（n=213箇所）
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推進主体の各年構成割合の推移

98.9% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

90.9%

87.0%

1.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
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50%

55%

60%

65%

70%

75%

80%

85%

90%

95%

100%

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

市町村 市町村及び民間事業者 協議会

H28年2月要綱改訂
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（２）利活用主体としての現状？

1．かわまちにおける活動主体

公益財団法人 リバーフロント研究所

「活動に熱心なキーパーソンや

団 体について教えてください」

かわまち登録箇所全191箇所229河川（H30）にアンケート
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有り

38%

無し

8%

無回答

54%

地域の活動に熱心な主体

H30年度 アンケート（n=229河川）

４割弱

活動主体把握は

明確でないのは

最大６割強

公益財団法人 リバーフロント研究所

民間参加ほとんどなし

1．かわまちにおける活動主体

既存のかわまちづくり登録箇所

推進主体

利活用主体

かわまちづくり

４割弱しか把握されず

活動主体の明確な河川は少ない
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１．かわまちづくりへの活動主体の参画状況

２．活発な事例における活動主体の参画状況

３．支援制度における活動主体の位置づけ

４．課題の改善に向けて

本日の発表内容

公益財団法人 リバーフロント研究所

役割分担（スキーム） × 参加経緯

活動主体の
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信濃川やすらぎ堤かわまちづくり
（信濃川水系信濃川、新潟県新潟市）

乙川リバーフロント地区かわまちづくり
（矢作川水系乙川、愛知県岡崎市）

五ヶ瀬川かわまちづくり
（五ヶ瀬川水系五ヶ瀬川、宮崎県延岡市）

公益財団法人 リバーフロント研究所

¥
運営

¥ 訪問・購入・体験
（無料もあり）

飲食、
サービス

【関わり方】
・占用手続き
・協議会事務局

出店料

利益

信濃川やすらぎ堤
利用調整協議会

施設
設置者

占用許可

占用申請
報告

使用料
（都市公
園占用料、
水道・電

気）
¥

¥

営業契約

サービス
維持管理

水辺
アウトド
アラウン

ジ

飲食、
サービス

利益

都市・地域再生等
利用区域

活動主体
(㈱ス

ノーピー
ク)

自治体
(新潟市)

河川管理者
(信濃川下
流河川事務

所)

利用者

信濃川やすらぎ堤かわまちづくりのスキーム

¥

公募・
使用契約
(指導監督)

¥

協力連携

事務局 事務局

ミズベリ
ングやす
らぎ堤研
究会

意見

意見
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活動主体の参加経緯（信濃川やすらぎ堤かわまちづくり）

2013 2017

まち空間

河川区域

港湾区域

海岸域

2007

民間事業者

ミズベリングやすらぎ堤研究会

萬代橋サンセットカフェ

道路局社会実験
「道と水辺のオープンカフェ」

2005

新潟市まちなか再生
本部

（社会実験）新潟みなと水遊記

日本海夕日キャンペーン

かまわちづくり計画

2006 2008 2009 2010 2011 2012 2014 2015 2016 2018

水と土の芸術祭

まちなかデパート
撤退

民間事業者は計画策定後に参加。

地域と行政が一体となった様々な取組がかわまち以前から存在

公益財団法人 リバーフロント研究所

¥

企画・運営
自主事業
情報発信
維持管理

¥ 訪問・購入・体験
（無料も有）

飲食、
サービス

占用許可

占用申請

委託料 公募・
使用契約

覚書

おとが
ワ！ン
ダーラン

ド
飲食、サービス 利益

おとがワ！活用実行委員会

乙川リバーフロ
ント地区かわま
ちづくり協議会
（NPO、メディ
ア、商工会、自
治会、学識者、
自治体など）

都市・地域再
生等利用区域

【関わり方】
・占用手続き
・協議会運営

（事務局）

¥

登録費・管理費

¥

メンバー

事務局

利用者

自治体
(岡崎市)

河川管理者
(愛知県)

活動主体
(NPO法人
岡崎まち
育てセン
ター・り

た)

事業者等

乙川リバーフロント地区かわまちづくりのスキーム

¥
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2013 2017

まち空間

河川空間

2007

岡崎活性化本部

2005

NPO法人りた（市内公共施設指定管理者、空き家活用、まちづくり事業）

かまわちづくり計画

2006 2008 2009 2010 2011 2012 2014 2015 2016 2018

活動主体の参加経緯（乙川リバーフロント地区かわまちづくり）

NPO法人りた

泰平の祈り

おとがワ！ンダーランド

舟遊び

おとがわプロジェクト

岡崎デザインシャレット

まちづくりWS
トレジャーハン
ティング

Quruwa戦略

まちなかデパート、ホテル撤退、郊外ショッピングセンターオープン

まちづくりで実績のあるNPO法人が計画作成段階から参画

公益財団法人 リバーフロント研究所

企画
・運営

¥ 訪問・購入・体験
（無料もあり）

飲食、
サービス

占用許可

占用申請
維持管理

委託料

公募・
契約
維持管理

イベント

利益

活動主体
（天下一五ヶ瀬か
わまち創ろう会

：NPO、市民団体、
観光協会、漁協、
地域住民、商工会、
自治体、河川管理

者など）

指定管理者
制度

¥
¥利用料

飲食
サービス

都市・地域再
生等利用区域

¥

メンバー
メンバー

【関わり方】
・占用手続き
・創ろう会運営

利用者

自治体
(延岡市)

河川管理者
(延岡河川
国道事務
所）

イベント、
ウォーク
ラリー、
川遊び、
鮎やな

観光
協会

イベント
実施主体

五ヶ瀬川かわまちづくりのスキーム
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活動主体の参加経緯（五ヶ瀬川かわまちづくり）

2013 2017

まち空間

河川空間

20072005

かまわちづくり計画

2006 2008 2009 2010 2011 2012 2014 2015 2016 2018

天下一五ヶ瀬かわまち創ろう会

五ヶ瀬川かわまちづくり検討会

ボーイスカウト

延岡アースデイ事項委員会

延岡走ろう会

NPO法人五ヶ瀬川流域ネットワーク

延岡歩こう会

天下一ひむか桜の会

NPO法人アスリートタウンのべおか

五ヶ瀬川の畳堤を守る会

NPO法人ひむか感動体験ワールド

地域の活動団体が計画策定をきっかけに連携

公益財団法人 リバーフロント研究所

活動主体の参加タイミング

計画作成段階が効果的（岡崎、延岡）

・ニーズを反映した計画作成
・経緯、計画理念の理解

計画実現性高い

計画作成後の参加の場合

・ニーズと整備内容の不一致
・活動主体が見つからない

課題事例の可能性高い

・適切な主体の存在
・地域一体の取組み
で課題を回避（新潟）
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１．かわまちづくりへの活動主体の参画状況

２．活発な事例における活動主体の参画状況

３．支援制度における活動主体の位置づけ

４．課題の改善に向けて

本日の発表内容

公益財団法人 リバーフロント研究所

ここまでのまとめ

活発事例（理想）

・活動主体が重要な役割

・活動主体の参画は
計画策定からが望ましい

・活動主体の把握は4割弱

登録箇所全体（現実）

計画作成段階に課題？
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活動主体の制度上の位置づけ？

「かわまちづくり」支援制度実施要綱

（計画作成及び登録等に係る事項を規定）

計画段階の

公益財団法人 リバーフロント研究所

「かわまちづくり」支援制度実施要綱

→利活用主体としての活動主体
に関する明確な記述なし

→３つの様式で関連箇所あり

要綱本文

計画書の様式規定
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現状説明

公益財団法人 リバーフロント研究所

推進主体に民間事業者が
含まれない場合は記載不要
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公益財団法人 リバーフロント研究所

3．活動主体の制度上の位置づけ

推進主体でない限りは活動主体に関する記述は限定的

計画策定段階で活動主体の必要性は明示されていない

（活動主体と十分な連携がとれていたり
推進主体として参加している場合はよいが）

活動主体の重要性を認識する機会の喪失

計画作成段階の活動主体との関係構築の課題
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１．かわまちづくりへの活動主体の参画状況

２．活発な事例における活動主体の参画状況

３．支援制度における活動主体の位置づけ

４．課題の改善に向けて

本日の発表内容

公益財団法人 リバーフロント研究所

１．制度面の改善

２．各現場での関係構築の工夫

課題の改善に向けて
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１．制度面の改善

計画作成時に活動主体との
関係構築を検討する仕組み

推進主体 × 活動主体

運営段階での計画実現性向上

公益財団法人 リバーフロント研究所

２．各現場での関係構築の工夫

地域の実情 × 人的資源

・かわづくり、まちづくりの活動状況
・活動主体の存在

活動が活発 活発でない

ネットワーク形成 人材発掘・関心喚起

地域にあった工夫を実施、実現性の高い計画作成
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公益財団法人 リバーフロント研究所

ご清聴ありがとうございました
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